


暮らしの場における看取りのための多職種向け研修（基礎編）

看取りに関する手順

人生の最終段階について、具体的なイメージをもち、
ケアの在り方について正しく理解する
・ 意思決定支援　・ 自然な死とその生理的変化
・ 苦しむ人への援助（本人・家族）　など

看取り期のケアの具体的な手順のイメージをつかむ
　「看取りに関する方針と体制の確立」から「利用者が
　死亡した後の対応」までの各ステップの目的・手順・留意点

ご本人にとって最善の看取り期のケアを目指すうえで
生じやすい課題とその対応方法の概要死を取りまく課題と対応

項　目

イントロダクション

人生の最終段階に
おけるケアに関する
基本的な考え方

課題の背景や地域包括ケアシステムに関わる東京の現状
　多死社会の到来、死をめぐる考え方の変化　など

目的・主な内容

【研修内容】

下記の東京都福祉保健局ホームページから申込様式「参加申込書・事前アンケート」をダウンロードし、
必要事項をご記入の上、電子メールにて平成29年3月9日（木）まで（※）にお申込みください。
（電子メールの送付が難しい場合は、別紙の「参加申込書・事前アンケート」にご記入の上、
FAXでお送りいただいても構いません）

秋山　正子　氏 （白十字訪問看護ステーション統括所長、暮らしの保健室室長）
川崎　千鶴子　氏 （特別養護老人ホームみずべの苑施設長）
柴田　三奈子　氏 （株式会社ラピオン 山の上ナースステーション 代表取締役）
新田　國夫　氏 （東京都在宅療養推進会議会長）
平原　佐斗司　氏 （梶原診療所在宅総合ケアセンター長／病棟医長、オレンジほっとクリニック所長）

本研修に関するホームページ
東京都福祉保健局 ＞ 高齢者 ＞ 高齢者施策 ＞ 暮らしの場における看取り支援事業 ＞　
暮らしの場における看取りのための多職種向け研修（基礎編）を実施します（平成29年3月23日）

（ＵＲＬ）
http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kourei/shisaku/kurasinobamitorisien/kisokensyuu.html
◉参加申込書と事前アンケートの両方を記入・提出いただいた方のみが参加対象となります。
◉申込を受け付けた方には、追って受講票を送付しますので、研修当日にご持参ください。
（※）申込期限はお申込み状況によって前後する可能性があります。随時上記ホームページにてお知らせします。

講演予定者 （五十音順）

申込方法

申込・問い合わせ先

株式会社 自然堂（じねんどう）内 運営事務局 
〒166-0004 東京都杉並区阿佐谷南 1-34-1 阿佐ヶ谷マンション 305
TEL : 03-3317-8242　
FAX : 03-6454-6915　メール： mitori@jinendo.biz


